
 
 
 

 

 

 

 

２０１９年８月１０日（土）～１１（日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
申し込み・お問合せ 
第 20回地震火山こどもサマースクール実行委員会事務局(ＮＰＯ法人地球デザインスクール) 

                                              〒626-0202 京都府宮津市字大島 496番地 2 
                  TEL：0772‐28‐9111   FAX：0772‐28‐9025 メール：e-ds@e-ds.org    担当：野木・清水 

 

集合 ：みやづ歴史の館（宮津市字鶴賀 2164）         8月 10日 9:00集合 

解散 ：アグリセンター大宮（京丹後市大宮口大野２２８−１） 8月 11日 17:00解散予定 

宿泊 ：京都府立丹後海と星の見える丘公園（宮津市字里波見） 

対象 ：小学５年生～高校生 24名  
※全行程、保護者の同伴なしで参加できる方、応募多数の場合は抽選 

参加費：5,000円    

スケジュール（予定） 

８月１０日（土）               ８月１１日（日） 

・宮津市・伊根町でフィールドワーク   ・京丹後市でフィールドワーク 

・うみほし公園で実験・講義          ・フォーラム（市民向け講演・成果発表） 
※１１日（日）午後のフォーラムはどなたでもご覧になれます。 

 
主催：第２０回地震火山こどもサマースクール実行委員会 
（公益財団法人日本地震学会/特定非営利活動法人日本火山学会/一般社団法人日本地質学会/特定非営利活動法人地球デザインスクール） 
共催：特定非営利活動法人京都災害ボランティアネット/京丹後市教育委員会 
後援（予定含む）：内閣府政策統括官（防災担当）/文部科学省/国土交通省/国立研究開発法人防災科学技術研究所/ 
宮津市/京丹後市/伊根町/与謝野町/宮津市教育委員会/伊根町教育委員会/与謝野町教育委員会 

協力：山陰海岸ジオパーク推進協議会/琴引浜鳴き砂文化館/京都教育大学/ 

 

丹後半島はどうやってできたんだろう？ 

地震にどう備えたらいいんだろう？ 

サマースクールに参加して世界の第一線で活躍する 

研究者と観察や実験をして一緒に考えてみよう！ 

～研究者と丹後を巡る２日間～ 

申し込みの際は、 
必ず裏面をご覧ください 

講師：敬称略・五十音順 
植村 善博（佛教大学） 
尾池 和夫（京都造形芸術大学学長） 
大邑 潤三（東京大学地震研究所） 
加納 靖之 （東京大学地震研究所、実行委員長） 
松原 典孝（兵庫県立大学） 
室谷 智子（国立科学博物館） 
横山 光 （北翔大学） 
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【第 20回地震火山こどもサマースクール】           申し込み締切：７月５日（金） 

下記申込書に必要事項を記載して、 
第 20回地震火山こどもサマースクール実行委員会まで郵送・ＦＡＸ・メールで送付してください。 
 

 
第 20回地震火山こどもサマースクール実行委員会事務局(ＮＰＯ法人地球デザインスクール) 

〒626-0202 京都府宮津市字大島 496番地 2 
TEL：0772‐28‐9111   FAX：0772‐28‐9025 メール：e-ds@e-ds.org    担当：野木・清水 

ふりがな
参加者
氏　名

学校名 学年（年齢）

ふりがな
保護者
氏名

　　　　　　　　　　　　　　　㊞

住所

自宅
電話番号

　　　　　　　　 メール

前・後泊
（どちらかに〇）

要　　/　　不要 前・後泊の方は、（）
内に〇をつけて下さい

参加者との
続柄

性別 男・女

年（　　　　歳　）

■あなたが「地震火山こどもサマースクール」に参加しようと思った理由はなんですか？簡単でいいので教えてください。
地震や火山について、あるいは地形や風景について疑問に思っていることを本人が書いてください。

健康状態/アレルギー等配慮すべき事項

●今回ご記入いただいた個人情報につきましては、この事業に関する事務に使用し、第三者に開示することはありません。
●本事業中に撮影した写真や製作物、感想文等を当事業の報告書や学会等での発表に使用する場合がありますので、ご了承下さい。

〒

緊急連絡先/保護者様の携帯電話

前泊　８月　９日（金）（　　）
後泊　８月１１日（日）（　　）

※このままＦＡＸでお送り下さい。同様の情報をメール・郵送（７月５日必着）でお送りいただいても結構です。 
※なお、お手数ですが、お申込みは保護者様がお願いします。 
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